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学会誌『日本語教育』では、83 号（1994）と 128 号（2006）において年少者日本語教育
の特集が組まれているが、創刊号から最新号 167 号（2017）に至るまで、海外における高










日本語を統合させる指導（齋藤 1999 等）、母語を伸長させる教育（山口・一二三 1998 等）
等が 1990 年代の高校段階における日本語教育の主流だと言えるだろう。 
例えば、羽田野・田口（1995）は、定時制に通う生徒の実態を、日常会話には問題がな
いが授業の理解は困難であるとし、「学習理解のための日本語能力が習得されていない」と
捉える。ここでは、実践例として 2 校の定時制高校 9を挙げており、都立の高等学校では




1年生は日本語能力検定試験 3級に、2年生は日本語能力検定試験 2級に合格した。」（p. 43）
と、生徒の学びの評価は語学試験のレベルとなっている。 
もう一つの実践を見てみよう。風間他（1996）は、3 名の日系ペルー人の実践を報告し
ている。実践は 1993 年度から 1995 年度までの 3 年間で、3 名のうち 1 名の生徒が継続し
て 3 年間の日本語支援を受けている。取り出しの時間では、この生徒が 1 年生の時は、教
材として、市販の漢字教材や中級の教科書を使用し、漢字・作文・読解を日本語指導の内
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齋藤（2014）は、散在地域の山形県のすべての高校 63 校を対象に JSL 高校生の在籍状
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「自分は何を考える人で自分はどう生きるかという問いを 3 年間考え続ける」（河上 2017）
言語実践となるであろう。移動する主体、選択の主体、意味づけの主体として成長するか









































































児童生徒への高校進学について多くの対応策を講じてきた。（詳細は、友沢 2014:114 参照） 











































教育学―』3 章、明石書店、pp. 60-83 
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ついて』http://www.kikokusha-center.or.jp/shien_joho/shingaku/kokonyushi/other/2016/koko-       
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『東 京大学大学院教育学研究科紀要』、47、pp. 337-346 
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